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事例6. 大阪府吹田市 プラットフォームによる組織運営

7. 地域で活躍する団体や企業等との連携

●環境政策室が中心となって、熱中症発症者が多い「高齢者」「教育機関」「運動施設」の各関係主体が
参画した、3つのプラットフォームで熱中症対策を推進

●高齢者に直接に接する方への啓発、高齢者支援団体の声かけによる行動促進

※令和3～6年度モデル事業

環境部局


